
16

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

 

毎
月
15
日
号
で
は
季
節
の
話
題
や
出
来
事
を
お
伝
え
し
ま
す 

│

古紙パルプ配合率
70％再生紙を使用
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消防団員募集中！
詳しくは消防総務課（☎ 34-3792）または

各支所、最寄りの消防署まで

美

食

味しいお米になーれ！

べる、めぐる、つかる。

　丹生川小の5年生が5月25日、同校の学習田にて田植え作業を
行いました。
　今年は、お米のおいしさを競う「米・食味分析鑑定コンクー
ル」が高山市で開催され、丹生川小では小学生部門に出品しま
す。丹生川で米作りをされている岩

いわしままさたか

島正卓さんを講師に招き、美
味しいお米を作るためのポイントや田植え作業を学びました。
　晴天の中、児童は泥だらけになりながらも美味しいお米ができ
るようにと願いを込め一生懸命、田植え作業に取り組みました。
　田植えを終えた児童は、「楽しかった、早く出来上がったお米
を食べたい」と笑顔で語ってくれました。
　美味しいお米の出来上がりが楽しみですし、コンクールでの
上位入賞を期待します。
　なお、コンクールには他に新宮小や岩滝小、宮小、朝日小、国府
小、本郷小が出品します。

　奥飛驒温泉郷の平湯温泉一帯で5月19日、東海地方
で初めて「ONSEN・ガストロノミーウォーキングin奥
飛驒・平湯温泉」イベントが開催されました。
　「ONSEN・ガストロノミーウォーキング」とは、温泉
地を拠点として、その地域の「食」や「自然」「文化・歴
史」すべてをウォーキングによって一度に体感できるイ
ベントです。
　自然探勝路や平湯大滝、ニリンソウの群生地を巡る
全長約10キロのコースで森林浴などを楽しめ、チェック
ポイントでは飛驒牛串焼きや漬物ステーキ、ころいもな
どの飛驒地域の食べ物や地酒・ワインを味わうことの
できる充実したコースでした。ウォーキング後は温泉で
疲れた体を癒すことができ、参加者からは満足の声が
たくさんあがっていました。
　休日には、ぜひ奥飛驒へお越しいただき、温泉に加え
て「食」や「自然」「文化・歴史」をお楽しみいただくの
はいかがでしょうか。

丹生川小5年生による田植え

ONSEN・ガストロノミーウォーキング開催

　国府支団は平成30年４月１日に４分団体制から３分団体制に再編
し、ポンプ車３台・小型ポンプ積載車11台の支団体制となりました。
　国府支団は旧来より、火災等の出動は地域の分団・班のみが出動
するのではなく、国府支団の全団員が出動する体制となっています。
　国府支団第３分団は、三日町・木曽垣内・八日町・蓑輪・西門前・
宮地・東門前・今・桐谷・半田・漆垣内の団員が活動しています。
　当地域には、安国寺経蔵（国宝）・荒城神社本殿（国指定重要文
化財）・熊野神社本殿（国指定重要文化財）・阿多由太神社本殿（国
指定重要文化財）等の多くの文化財が点在する農村地域です。
　団員は毎月２回の機械器具点検を実施して有事の際に備えるとと
もに、地域の自主防災組織の訓練にも積極的に参加しています。
　第３分団は、６月１７日に一之宮町の宮中学校グラウンドで開催され
る、第１４回高山市消防操法大会に、国府支団の代表として出場し
ます。

国府支団　第３分団
シリーズ消防団 №24守りたい人がいる

守りたいまちがある
北村分団長／51人

国府支団　第３分団（北村分団長）以下団員の皆さま

健康
ポイント
対象


